
　
長
野
県
南
佐
久
郡
の
山
間
に
あ
る
佐
久
町

大
日
向
（
現
・
佐
久
穂
町
）
は
か
つ
て
は
「
大

日
向
村
」
と
呼
ば
れ
、
昭
和
十
三
年
全
国
で

は
じ
め
て
村
の
半
分
と
い
う
大
規
模
な
開
拓

団
を
旧
満
州
へ
と
送
り
出
し
ま
し
た
。

　
当
時
そ
の
出
来
事
は
模
範
的
な
農
村
の
姿

と
し
て
称
賛
さ
れ
、
和
田
傳
氏
に
よ
り
小
説

「
大
日
向
村
」
が
書
か
れ
、
前
進
座
に
よ
り
劇

と
な
り
、
豊
田
四
郎
監
督
の
も
と
映
画
「
大

日
向
村
」
が
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
そ
れ
ま
で
は
何
げ
な
い
一
山
村

で
あ
っ
た
「
大
日
向
村
」
の
名
は
一
躍
日
本

国
中
に
宣
伝
さ
れ
、
以
後
全
国
か
ら
多
く
の

満
州
開
拓
団
を
送
り
出
す
役
割
を
果
た
し
て

い
っ
た
の
で
す
。

　
満
州
大
日
向
村
は
開
拓
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
さ
れ
る
た
め
に
旧
満
州
で
も
格
好
の
土
地

を
与
え
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
そ
れ
か
ら
僅
か
八
年
足
ら
ず
で
大
日
向
村

の
「
王
道
楽
土
」
の
夢
は
崩
れ
去
り
ま
し
た
。

　
敗
戦
に
よ
り
満
州
大
日
向
村
を
脱
出
し
た

人
々
は
長
春
（
旧
新
京
）
で
の
一
年
近
い
難

民
生
活
の
間
に
団
員
（
六
七
四
名
）
の
半
数

以
上
を
亡
く
し
、
昭
和
二
十
一
年
九
月
、
よ

う
や
く
の
思
い
で
母
村
大
日
向
村
に
引
き
揚

げ
て
き
ま
し
た
が
、
移
民
し
た
際
に
財
産
は

一
切
処
分
し
て
い
た
た
め
に
そ
こ
に
長
く
留

ま
る
こ
と
が
出
来
ず
、
昭
和
二
十
二
年
二
月
、

六
十
五
戸
一
六
五
名
の
人
々
は
再
び
故
郷
を

離
れ
、
浅
間
山
麓
の
開
拓
に
入
り
、
も
う
一

つ
の
大
日
向―

軽
井
沢
町
大
日
向
を
つ
く
り

ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
現
在
、
長
野
県
の
車
で
僅
か
一

時
間
ば
か
り
の
と
こ
ろ
に
二
つ
の
大
日
向
が

あ
る
の
で
す
。

　
昭
和
五
十
九
年
夏
、
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で

〝
幻
の
映
画
〞と
呼
ば
れ
て
い
た
劇
映
画
「
大

日
向
村
」
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
二
つ
の
大
日
向
村
を
訪
れ
ま
し
た
。
昭
和

十
三
年
の
満
州
へ
の
出
発
か
ら
実
に
四
十
六

年
の
歳
月
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
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